
(57)【要約】

【課題】　従来の超音波診断装置は、超音波プローブを

手で持ち、超音波画像を得ていたので、得られた画像は

２次元的であり、対象とするものの任意の断面像、立体

像やその回転像を表示することは出来なかった。　また

、ドップラーエコー像で得られる拍動するものの像も２

次元的にしか観察することが出来ず、３次元的に表示し

たり、回転像を表示することも出来なかった。

【解決手段】　ロボット７に超音波プローブ８を持たせ

、少しずつロボット７を動かし、複数の画像を得る。　

得られた画像を３次元空間に再配置し、その３次元画像

の任意の断面像立体像、回転像を表示する。　ドップラ

ーエコー画像で行えば、拍動する物体の立体的な３次元

画像、回転像が得られる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ロ ボ ッ ト に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 持 た せ 、 ロ ボ ッ ト を 少 し ず つ 移 動 、 停 止 さ せ る 。 　 ロ ボ ッ
ト の 停 止 し て い る 時 間 に 、 対 象 が 拍 動 し て い る 場 合 は 、 拍 動 か ら 一 定 の 遅 延 時 間 を も た せ
た ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 得 る 。
得 ら れ た 画 像 の 中 で 、 拍 動 し て い る 部 分 は カ ラ ー 表 示 さ れ て い る の で 、 そ の カ ラ ー 部 分 の
み を 抽 出 す る 。 　 拍 動 し て い な い 場 合 は 、 一 般 の グ レ ー ス ケ ー ル の エ コ ー 画 像 を 得 て 、 目
的 と す る 部 分 と 同 じ 濃 度 の 部 分 を 抽 出 す る 。 　 抽 出 さ れ た そ れ ら の 画 像 を 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ が ス キ ャ ン し た 空 間 に ３ 次 元 的 に 再 配 置 し 、 画 像 を ３ 次 元 の 立 体 画 像 と し て 表 示 し 、 ま
た 、 回 転 画 像 と し て 表 示 す る 装 置 。
さ ら に 、 得 ら れ た ３ 次 元 画 像 と 一 般 の 超 音 波 画 像 、 Ｃ Ｔ 画 像 、 Ｍ Ｒ Ｉ 画 像 と の 合 成 画 像 を
表 示 す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 持 た せ 、 ロ ボ ッ ト を 少 し ず つ 動 か し な が ら エ コ
ー 画 像 や ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 得 る 。 　 得 ら れ た 複 数 の エ コ ー 画 像 か ら 、 目 的 と す る 部
位 と ほ ぼ 同 じ 濃 度 の 部 分 や カ ラ ー 表 示 さ れ た 部 分 を 抽 出 し 、 そ れ を 元 の ３ 次 元 空 間 に 再 配
置 し 、 ３ 次 元 画 像 や 任 意 の 断 面 画 像 や 立 体 画 像 、 そ の 回 転 画 像 を 表 示 出 来 る よ う に し た も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 血 管 撮 影 や Ｍ Ｒ Ａ に よ っ て 、 太 い 動 脈 な ど の 断 面 像 や 立 体 画 像 を 得 る こ と は 容 易
と な っ て い る 。 　 し か し 、 そ れ ら の 装 置 は 大 型 か つ 高 価 で あ り 、 大 量 の デ ー タ 処 理 に は 大
型 の コ ン ピ ュ ー タ を 必 要 と し 、 処 理 に は 長 時 間 を 要 す る 問 題 が あ っ た 。 　 ま た 、 広 い 設 置
場 所 が 必 要 で あ り 、 診 療 所 の よ う な と こ ろ に そ れ ら を 設 置 す る こ と は 極 め て 困 難 で あ っ た
。 　 さ ら に 、 太 い 動 脈 の 走 行 を 得 る こ と は 容 易 で あ る が 、 前 立 腺 内 部 な ど の 細 い 動 脈 を 表
示 す る こ と は 出 来 な か っ た 。
　 一 方 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 Ｃ Ｔ の よ う に 放 射 線 を 使 用 し な い の で 、 極 め て 安 全 で あ り 、
小 型 で 、 容 易 に 移 動 で き 、 安 価 で あ る の で 、 診 療 所 で も 容 易 に 設 置 で き 、 ド ッ プ ラ ー 用 の
プ ロ ー ブ を 使 用 す れ ば 、 拍 動 す る 組 織 、 す な わ ち 、 細 い 動 脈 で も 観 察 す る こ と が で き る 。
　 し か し 、 従 来 、 超 音 波 ブ ロ ー ブ を 手 で 持 っ て 画 像 を 得 て い た の で 、 ２ 次 元 画 像 は 得 ら れ
て も 、 ３ 次 元 画 像 は 得 ら れ ず 、 頭 の 中 で 画 像 を 合 成 し 、 想 像 す る し か な か っ た 。
　 ま た 、 エ コ ー 画 像 で 得 ら れ る 脈 管 、 特 に ド ッ プ ラ エ コ ー 画 像 で 得 ら れ る 動 脈 の 走 行 を ３
次 元 画 像 と し て 得 る こ と が で き ず 、 動 脈 の 走 行 の 全 体 像 を 把 握 す る に は 困 難 を 伴 っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 超 音 波 装 置 で は ２ 次 元 画 像 は 得 ら れ て も 、 そ れ ら を ３ 次 元 表 示 す る こ と は で き な
か っ た 。 　 ま た 、 一 般 の エ コ ー 画 像 や 、 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 で 得 ら れ た 画 像 か ら 、 脈 管
の 走 行 を ３ 次 元 表 示 す る こ と も で き な か っ た 。 　 も ち ろ ん 、 任 意 の 断 面 画 像 を 得 る こ と は
出 来 な か っ た 。
　 本 発 明 は 、 こ の 課 題 を 解 決 し 、 小 型 で 安 価 、 か つ 、 移 動 も 容 易 で 、 短 時 間 で 安 価 な 、 い
わ ゆ る パ ソ コ ン で 画 像 処 理 が で き 、 特 別 な 知 識 が 必 要 で は な く 、 初 心 者 で も 簡 単 に 立 体 画
像 を 得 る こ と が で き る よ う に な さ れ た も の で あ る 。 　 血 管 撮 影 や Ｍ Ｒ Ａ で も 細 い 動 脈 の 立
体 画 像 を 得 る に は 限 界 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ロ ボ ッ ト ７ に 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ を 持 た せ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ の 先 端 と 方 向 が 決 め ら れ た
位 置 と 角 度 に な る よ う ロ ボ ッ ト ７ を 移 動 さ せ る 。 　 そ の 後 、 少 し ず つ ロ ボ ッ ト ７ を 動 か し
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な が ら 、 複 数 の エ コ ー 画 像 を 得 る 。 　 拍 動 す る 対 象 物 の 場 合 、 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 得
る タ イ ミ ン グ は 、 心 電 計 １ で 得 ら れ た 心 電 図 の Ｒ 波 、 他 の 波 で も よ い が 、 を 波 形 整 形 回 路
２ で 整 形 し 、 遅 延 回 路 ３ で 一 定 の 遅 延 時 間 を 与 え 、 そ の パ ル ス で 、 Ｒ 波 か ら 一 定 の 遅 延 時
間 後 に ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 得 る 。 　 得 ら れ た 複 数 の ２ 次 元 の ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を
本 来 の ３ 次 元 空 間 に 再 配 置 し 、 得 ら れ た ３ 次 元 画 像 を 表 示 装 置 ６ に 表 示 す る 。 　 得 ら れ た
３ 次 元 画 像 を コ ン ピ ュ ー タ 処 理 に よ り 、 任 意 の 断 面 像 や 立 体 像 と し て 表 示 し 、 ま た 、 画 像
を 回 転 さ せ て 表 示 す る 。
　 対 象 物 が 拍 動 し て い な い 場 合 は 、 エ コ ー 画 像 を 得 る に は 心 電 図 に 同 期 さ せ る 必 要 は な く
、 目 的 と す る 対 象 物 の 濃 度 の 部 分 を 抽 出 す れ ば 同 様 に 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 、 血 管 撮 影 や Ｍ Ｒ Ａ で は 撮 影 が 困 難 で あ っ た 細 い 動 脈 の 走 行 画 像 が 、 ド ッ プ ラ ー エ
コ ー 画 像 を 使 用 す る こ と に よ り 、 細 い 動 脈 の 走 行 の 立 体 画 像 、 お よ び 、 回 転 画 像 が 得 ら れ
た 。 　 ま た 、 エ コ ー 画 像 を 使 用 す れ ば 、 静 脈 や 嚢 胞 な ど の 立 体 画 像 や 回 転 画 像 が 得 ら れ る
。
　 本 装 置 は こ の よ う な 構 成 で あ る の で 、 特 別 な 部 屋 を 必 要 と せ ず 、 安 価 で あ り 、 放 射 線 を
使 用 し な い の で 安 全 で あ り 、 移 動 が 容 易 で あ る な ど は 特 筆 す べ き 効 果 で あ る と い え る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に お い て 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ を 駆 動 し 、 超 音 波 の 反 射 波 を
超 音 波 プ ロ ー ブ ８ で 受 け 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ で 画 像 と し 、 表 示 装 置 ９ に 表 示 す る 。 　 こ
れ が 従 来 か ら あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 般 的 な 構 成 で あ る 。
　 実 施 例 で は 、 こ れ に 外 付 け す る 装 置 と し て 説 明 し て い る が 、 全 装 置 を 一 体 化 す れ ば 、 表
示 装 置 ６ 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ は 省 略 す る こ と も 出 来 る 。 　 ま た 、 ロ ボ ッ ト ７ は 超 音 波 プ ロ ー
ブ ８ を 直 線 的 、 又 は 、 回 転 の み の 運 動 を さ せ た り 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ の 装 置 も 含 め る も
の と す る 。
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ に よ り 得 ら れ た ド ッ プ ラ ー エ コ ー 信 号 は 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に 入 り 、
表 示 装 置 ９ に 表 示 さ れ る 。 　 同 時 に ビ デ オ 信 号 の 出 力 を ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置 ５ に 入 力 す
る 。 　 ロ ボ ッ ト ７ に 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ を 持 た せ 、 固 定 す る 。 　 次 に 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ か ら
ロ ボ ッ ト ７ へ 信 号 を 送 り 、 ロ ボ ッ ト ７ の 各 ア ー ム を 動 か し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ の 先 端 を ス
タ ー ト 位 置 に 移 動 さ せ る 。 　 コ ン ピ ュ ー タ ４ か ら ロ ボ ッ ト ７ へ 信 号 を 送 り 、 ロ ボ ッ ト ７ を
少 し ず つ 動 か し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ で 得 ら れ た ド ッ プ ラ ー エ コ ー 信 号 を 超 音 波 診 断 装 置 １
０ で ビ デ オ 信 号 と し 、 そ の 信 号 を ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置 ５ に 送 り 、 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像
を コ ン ピ ュ ー タ ４ に 取 り 込 む 。
　 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を キ ャ プ チ ャ す る に は 、 心 拍 に 同 期 し た ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を
得 る 必 要 が あ る 。 　 心 電 図 の ど の 波 で も 可 能 だ が 、 Ｒ 波 が 使 用 し や す の で Ｒ 波 を 使 用 す る
も の と す る 。 　 心 電 計 １ で 得 ら れ た 心 電 図 の Ｒ 波 を 波 形 整 形 回 路 ２ で 整 形 す る 。 波 形 整 形
回 路 ２ と し て シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 回 路 を 使 用 し た 。 　 次 に 、 そ の パ ル ス に 一 定 の 遅 延 時 間 を
持 た せ る た め に 遅 延 回 路 ３ に 信 号 を 送 る 。 　 遅 延 回 路 と し て ワ ン シ ョ ッ ト マ ル チ バ イ ブ レ
ー タ を 使 用 し た 。 　 ０ 秒 を 含 む 一 定 の 遅 延 時 間 を 持 た せ た パ ル ス を ビ デ オ キ ャ プ チ ャ の ト
リ ガ パ ル ス と す る 。 　 遅 延 時 間 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で も ソ フ ト ウ ェ ア で も 、 ま た は 両 方 を 使
用 し て も よ い 。 　 こ の よ う に し て 、 心 電 図 の Ｒ 波 か ら 一 定 時 間 後 に 、 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画
像 を ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置 ５ で キ ャ プ チ ャ す る 。
　 ロ ボ ッ ト ７ を 次 の 位 置 へ 移 動 し 停 止 さ せ る 。 　 ロ ボ ッ ト ７ の 停 止 と 心 電 図 の Ｒ 波 か ら 一
定 の 時 間 後 、 ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置 ５ に よ り ビ デ オ 画 像 を キ ャ プ チ ャ す る 。 　 ロ ボ ッ ト ７
を 連 続 的 に 動 か し て も 良 い が 、 ロ ボ ッ ト ７ の 移 動 時 に 超 音 波 画 像 に ノ イ ズ が 入 る こ と が あ
る の で 、 そ れ を 防 止 す る た め に は 、 ロ ボ ッ ト ７ の 移 動 、 停 止 を 行 い 、 ロ ボ ッ ト ７ を 一 定 時
間 停 止 さ せ た 後 ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置 ５ で ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 得 る 。 　 こ れ を 目 的 の
回 数 繰 り 返 し 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ に 複 数 の ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 を 取 り 込 む 。
　 ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 は 、 モ ノ ク ロ 画 像 の 中 に 、 動 脈 の 部 分 は 通 常 は 赤 く カ ラ ー 表 示 さ

10

20

30

40

50

(3) JP 2008-6243 A 2008.1.17



れ る 。 　 血 流 方 向 を 表 示 す る 場 合 は 赤 と 青 で 表 示 さ れ る 。 　 画 像 上 の 各 ピ ク セ ル は Ｒ （ 赤
） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） で 構 成 さ れ て い る 。 　 モ ノ ク ロ の 部 分 の Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ は 同 じ 値 で あ
る 。 　 カ ラ ー 表 示 さ れ た 部 分 が 赤 く 表 示 さ れ て い る も の と す る と 、 Ｒ の 値 が Ｇ の 値 よ り 大
き い の で そ の 条 件 を 満 た す ピ ク セ ル を 得 る こ と に よ り 動 脈 成 分 を 抽 出 す る こ と が 出 来 る 。
　 実 際 に は Ｒ ／ Ｇ の 値 が １ ． ７ の 時 に う ま く 分 離 す る こ と が 出 来 た 。 　 し か し 、 こ の 値 は
装 置 や 画 質 に よ り 変 え る 必 要 が あ る 。 　 青 く 表 示 さ れ た 部 分 は Ｒ の か わ り に Ｂ と 置 き 換 え
る と よ い 。
　 得 ら れ た 複 数 の 画 像 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ が ス キ ャ ン し た ３ 次 元 空 間 の 座 標 に 戻 す 処 理 を
コ ン ピ ュ ー タ ４ で 行 う 。 　 例 え ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ８ の 先 端 の 座 標 を 原 点 と し て 、 超 音 波
プ ロ ー ブ ８ を 回 転 さ せ た 場 合 、 得 ら れ た ド ッ プ ラ ー エ コ ー 画 像 上 の 点 Ｐ （ Ｘ ， Ｙ ） は 次 の
よ う に 変 換 さ れ る 。 　 超 音 波 プ ロ ー ブ が ス キ ャ ン す る 画 像 平 面 と Ｘ Ｚ 平 面 と の な す 角 度 を
Ａ と す る 。 　 点 Ｐ （ Ｘ ， Ｙ ） は 、 ３ 次 元 空 間 で の 座 標 を Ｐ （ Ｘ ０ ， Ｙ ０ ， Ｚ ０ ） と す る と
、 Ｘ ０ ＝ Ｘ 、 Ｙ ０ ＝ Ｙ ｘ Ｓ Ｉ Ｎ （ Ａ ） 、 Ｚ ０ ＝ Ｙ ｘ Ｃ Ｏ Ｓ （ Ａ ） と な る 。 　 得 ら れ た ３ 次
元 画 像 を コ ン ピ ュ ー タ 処 理 に よ り 、 任 意 の 断 面 像 、 立 体 像 の 回 転 像 を 表 示 装 置 ６ に 表 示 す
る 。 　 前 立 腺 肥 大 症 に 応 用 し た 場 合 、 ２ 心 拍 に １ 回 の ド ッ プ ラ エ コ ー 画 像 の キ ャ プ チ ャ を
行 い 、 計 ６ ０ 枚 の 画 像 を 得 た 。 　 そ れ を 表 示 す る た め に ３ 次 元 空 間 と し て 、 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 軸
は 各 々 ３ ０ ０ ピ ク セ ル が 必 要 で あ っ た 。 　 取 得 し た 画 像 の 枚 数 や 、 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 軸 の 必 要 な
ピ ク セ ル 数 は 目 的 と す る 対 象 に よ っ て 変 化 す る 。
　 画 像 の 回 転 の 一 例 に つ い て 述 べ る と 、 回 転 中 心 を 新 し い 原 点 （ ０ 、 ０ 、 ０ ） と す る 。 　
あ る 任 意 の 点 を Ｐ （ Ｘ ０ ， Ｙ ０ ， Ｚ ０ ） と す る 。 　 平 方 根 を 求 め る 関 数 を Ｓ Ｑ Ｒ Ｔ （ ） 、
二 乗 を ＊ ＊ ２ で 表 現 す る 。 　 点 Ｐ は 、 半 径 を Ｒ と す れ ば 、 Ｒ ＝ Ｓ Ｑ Ｒ Ｔ （ Ｘ ０ ＊ ＊ ２ ＋ Ｙ
０ ＊ ＊ ２ ＋ Ｚ ０ ＊ ＊ ２ ） 　 の 球 面 上 に あ る 。 　 点 Ｐ が Ｘ Ｚ 平 面 に 投 影 さ れ た と き 、 点 Ｐ と
原 点 を 結 ぶ 線 と 、 Ｘ 軸 と の な す 角 度 を α と す る と 、 点 Ｐ と 原 点 の 間 の 距 離 Ｒ １ は 、 Ｒ １ ＝
Ｓ Ｑ Ｒ Ｔ （ Ｘ ０ ＊ ＊ ２ ＋ Ｚ ０ ＊ ＊ ２ ） 、 Ｘ ０ ＝ Ｒ １ ｘ Ｃ Ｏ Ｓ （ α ） 、 Ｙ ０ ＝ Ｒ １ ｘ Ｓ Ｉ Ｎ
（ α ） の 関 係 が 成 り 立 つ 。 　 点 Ｐ を Ｙ ０ を 一 定 に し て Ｘ Ｚ 平 面 上 で λ だ け 回 転 す る と 、 移
動 後 の 点 を Ｐ １ と す れ ば 、 Ｐ １ （ Ｘ １ ， Ｙ １ ， Ｚ １ ） は 、 Ｘ １ ＝ Ｒ １ ｘ Ｃ Ｏ Ｓ （ α ＋ λ ）
、 Ｙ １ ＝ Ｙ ０ 、 Ｚ １ ＝ Ｒ １ ｘ Ｓ Ｉ Ｎ （ α ＋ λ ） で 表 さ れ る 。 　 同 様 に し て 、 Ｘ １ を 一 定 に
し て 、 Ｚ Ｙ 平 面 に 投 影 さ れ た 点 Ｐ １ と 原 点 を 結 ぶ 線 と 、 Ｚ 軸 と の な す 角 度 β を さ ら に μ だ
け 回 転 さ せ た と き 、 移 動 先 の 点 を Ｐ ２ （ Ｘ ２ ， Ｙ ２ ， Ｚ ２ ） と す る と 次 の よ う に 計 算 で き
る 。
Ｒ ２ ＝ Ｓ Ｑ Ｒ Ｔ （ Ｙ １ ＊ ＊ ２ ＋ Ｚ １ ＊ ＊ ２ ） 、 Ｚ １ ＝ Ｒ ２ ｘ Ｃ Ｏ Ｓ （ β ） 、 Ｙ １ ＝ Ｒ ２ ｘ
Ｓ Ｉ Ｎ （ β ） と す れ ば 、 Ｘ ２ ＝ Ｘ １ 、 Ｙ ２ ＝ Ｒ ２ ｘ Ｃ Ｏ Ｓ （ β ＋ μ ） 、 Ｚ ２ ＝ Ｒ ２ ｘ Ｓ Ｉ
Ｎ （ β ＋ μ ） を 満 た す 値 が 回 転 さ せ た と き の 新 し い 位 置 で あ る 。 　 Ｘ Ｙ 平 面 に 表 示 す る と
き は 座 標 （ Ｘ ２ ， Ｙ ２ ） に 点 Ｐ ２ は 表 示 さ れ る 。 　 Ｚ ２ の 値 は 奥 行 き に 関 係 す る の で 、 例
え ば 、 最 も 手 前 に あ る 点 を 表 示 さ せ る と か 、 手 前 に あ る 点 を 明 る く し 、 奥 に あ る 点 を 暗 く
表 示 し た り 、 種 々 の 条 件 で 色 を 変 え る な ど に 使 用 す る こ と で 表 示 を 見 や す く で き る 。 　 さ
ら に Ｚ ２ が 同 じ 点 の み を 表 示 さ せ れ ば 、 Ｚ ２ の 深 さ の 断 面 画 像 を 得 た こ と に な る 。 　 λ や
μ を 少 し ず つ 変 化 さ せ な が ら 画 面 に 表 示 す る こ と に よ っ て 、 任 意 の 回 転 画 像 が 得 ら れ る 。
　 前 立 腺 に 応 用 し た と こ ろ 、 今 ま で 体 外 か ら 確 認 不 可 能 で あ っ た 前 立 腺 の 動 脈 を 観 察 す る
こ と が で き た 。 　 勿 論 、 一 般 の 超 音 波 画 像 ・ Ｃ Ｔ 画 像 や Ｍ Ｒ Ｉ ・ Ｍ Ｒ Ａ の 画 像 の サ イ ズ を
同 じ に 変 換 す れ ば 、 超 音 波 画 像 と 重 ね 合 わ せ て 表 示 で き る こ と は 可 能 で あ る 。 　 超 音 波 プ
ロ ー ブ ８ を ロ ボ ッ ト ７ に 持 た せ て 画 像 を 取 得 し た か ら こ そ 可 能 と な っ た の で あ り 、 広 く 応
用 で き る 。
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 装 置 に よ り 、 前 立 腺 肥 大 症 に お け る 前 立 腺 の 左 側 の 動 脈 の 複 数 の ド ッ
プ ラ ー エ コ ー 画 像 か ら 立 体 画 像 を 得 、 そ れ を ９ ０ 度 回 転 さ せ た 画 像 で あ る 。 　 す な わ ち 、
動 脈 を 体 の 左 側 か ら 観 察 し て い る 画 像 で あ る 。 　 今 ま で 誰 も 観 察 出 来 な か っ た 、 前 立 腺 の
神 経 血 管 束 か ら 前 立 腺 内 部 に 分 布 す る 動 脈 を 表 示 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 　 本 発 明 に よ り 得 ら れ た 動 脈 の 回 転 画 像 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 １ 　 心 電 計
　 　 ２ 　 波 形 整 形 回 路
　 　 ３ 　 遅 延 回 路
　 　 ４ 　 コ ン ピ ュ ー タ
　 　 ５ 　 ビ デ オ キ ャ プ チ ャ 装 置
　 　 ６ 　 表 示 装 置
　 　 ７ 　 ロ ボ ッ ト
　 　 ８ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 　 ９ 　 表 示 装 置
　 １ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
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